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体
罰
に
よ
ら
な
い
子
育
て

～
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
気
軽
に
相
談
を
～

　
「
児
童
虐
待
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
報
道
さ
れ
る
不
幸
な
ニ
ュ
ー

ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
児
童
の
し
つ
け
に
際
し
て
、
体
罰
を
加
え

て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
法
定
化
さ
れ
た
児
童
福
祉
法
・
児
童
虐
待
防

止
法
の
改
正
法
が
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
体
罰
に
よ
ら
な
い
子
育
て
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

し
つ
け

ど
ん
な
に
軽
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
し
つ
け
の
た
め
だ
と
思
っ
て
心

身
に
何
ら
か
の
苦
痛
を
引
き
起
こ
し
、
不
快
感
を
意
図
的
に
も
た
ら
す
こ
と
。

体 

罰

子
ど
も
の
人
格
・
才
能
な
ど
を
伸
ば
し
、
社
会
で
自
律
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
社
会
性
を
育
む
こ
と
。

　

子
育
て
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
時
に
は
つ
ら
く
て
大
変
な
も
の
で
す
。
保
護

者
も
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
安
心
感
や
信
頼
感
、
温
か
な
関
係
が

心
地
よ
い
の
は
、
子
ど
も
も
大
人
も
同
じ
で
す
。
子
育
て
で
保
護
者
が
孤
立
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
親
と
子
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃

さ
ず
、
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
・
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

し
つ
け
と
体
罰
の
違
い
っ
て
？

社
会
全
体
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い

子どもとの関わり
7つの ポイント

　親は冗談のつもりでも、子どもをけなしたり、笑いものにしたりする
ような行為で子どもの権利を侵害してしまうことがあります。怒鳴りつ
けたり「バカ」「死ね」「お前なんかいらない」など、子どもの気持ちを
考えずに言ってしまったことはありませんか。 子育てコンシェルジュ 白井

問
合
先
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❺ 注意の方向を変え、子どものやる気を引き出す
　 �子どもの好きなことに誘いかけ、場面を変えてみま

しょう。親も気分が切り替わります。

❼ 良い行動やできていることを具体的にほめる、
　 注意する時はどうしたら良いのか示す
　 �ほめる時や注意する時は、タイミングを逃さずに。

具体的にどの行動が良かったのか知らせ、望ましく
ない行動の場合は、どうすると良かったのかを叱ら
ずに伝えましょう。

❻ 肯定的で分かりやすい言葉かけをする
　 �「走らないで」→「歩こうね」、「じっとしていて」→「こ

こに座って〇〇をして遊ぼうね」、「ちょっと待って
いて」→「時計の針が○○になったら始めるね」な
ど具体的に伝えましょう。

❹ 身の周りの環境を整える
　 �「触っちゃダメ！」と叱るよりも、危ないものはしま

うなど、触れられないようにする環境にしましょう。

❶ 子どもの気持ちや考えに耳を傾ける
　 �気持ちを受け止めてもらえた・共感してもらえた体験

は、子どもの心を落ち着かせ自己肯定感を育みます。

❷「言うことを聞かない」にも子どもなりの
　 理由がある
　 �何故、親の言うことを聞きたくないのか考えてみま

しょう。必ず理由があるはずです。子ども自身に行
動を選ばせることも効果的です。

❸ 子どもの成長や発達によって違いがある
　 �親が過大な要求をしていませんか。子ども自身が発

達に困難さを抱えている場合もあります。

子育てコンシェルジュが教える
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